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   This is the 2nd report of the successive studies on the phrase in fashion. 

Our previous study (1991) used 39 phrases, whereas in this study we used 162 

phrases which had been cited in the yearbook about contemporary words; 

Basic Knowledge of Contemporary Words 1992 (Gendai Yougo no Kiso 

Chisiki  1992)  . The purpose of this study is to investigate how frequently the 

young people use the phrase in fashion and why they use it. 

   Subjects were 112 freshmen (41 males and 71 females) from Faculty of 

Human Science, Bunkyo University. The mean age was 19.1 years. It was 

found that 30 out of 162 words were used by more than 50 percent of subjects 

and 75 words were used by less than 10 percent. 

   It was also show that most subjects (75.5%) have been using them 

unconsciously. The reason for using them was that they wanted to talk 

merrily and fluently each other.
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文教大学 言語 と文化 第5号1992年

本研究の目的

本研究は、秋山胖 ・上杉喬 ・鈴木賢男(1991)の 第1報 にひきつづ く第

2報 である。第1報 での大 きな目的は、文教大学人間科学部学生 を対象に、

「はや りことば」 とされているものが、 どの程度多用されているかを調べ

ることによって、いわゆる若者達の傾 向を知ろうとす るものであったが、

この 目的は、本研究(第2報)に おいても同じである。第1報 では、調査

した 「はや りことば」は39語 であったが、その選定は、当時の人間科学部

学生の日常会話の中でかなり良 く使われて、われわれが耳にする 「はや り

ことば」 を中心 とす るものであり、かなり恣意的なものであった。本研究

は、「はや りことば」の選定 をもっと網羅的にす るべ く、『現代用語の基礎

知識1992』 に例示されているもののうち、一部(ダ イヤルQ2用 語 など)を

除 く、162語 を対象 とすることにした。

本研究の関心は、 この 「はや りことば」162語が、文教大学人間科学部学

生によって、どの くらい 日常的に使 われているのか、 また、どういう 「こ

とば」が多用 されているのか、 とい うことにある。さらに、彼 らは、何故

「はや りことば」を用いるのであろうか、「はや りことば」の使用は、 日常

に用いている 「ことば」感覚 と関連す るのだろうか、などについてである。

方 法

1.調 査票

本研究における調査は、1部 では、『現代用語の基礎知識1992』(自 由国

民社)の 「若者用語の解説」(1213頁 ～1216頁)に 掲げられている語の例の

うち、ダイヤルQ2用 語 とシンナー遊 び用語および関西のキャンパス用語

を除いた162語 について、「ふだん使 っている」「使 ったことがある」「使わ

ないが聞いたことがある」「あまり聞いたことがない」および 「知 らない」

の5段 階 を設け、該当するところに○印をつけて回答 して もらったもので
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「はや りことば」 に関す る研 究(2>一人間科学部学生の場合7

あ る。 質 問 文 の 例 は 表1に 、 ま た、 調査 した 「は や りこ とば 」 は表4に 示

す もの で あ っ た。

表1「 はや りこ とば」調 査質 問 文の1例

使 あ 知
ふ 使 聞わ 聞 ま ら
だ つ いな い り な

後1鉾1い
て が が が
い あ あ な

る る る い

1.今 日、 電 車 の 中で ば くす い(爆 睡)し ち ゃ った よ一 。lii[

2.今 日の二 限 をプ ッチ しよ うぜ 。

3.今 日の あい つ お か しいぜ 。ハ イに な っ てん じゃね一 の 。

4.き て る(頭 が お か し くな って い る)

5.親 に 説教 され て、 オ レ きれ そ うに な っ た よ。

II部 で は、 「1.流 行 語 が使 わ れ る理 由 」 と 「2.普 段 の生 活 で使 って い

る言 葉 」 を調 査 した 。1.で は 「以 上 の よ うな 流 行 語 が 使 わ れ る理 由 に つ

い て 、 あ な た は どの よ うに思 い ます か 。 当 て は ま る番 号 に ○ をつ け て くだ

さ い」 と して 、 「よ くあ て は ま る」 「か な りあ て は ま る」 「ど ち らで もな い 」

「あ ま りあ て は ま ら な い」 「ま っ た くあ て は ま ら ない 」の5段 階 で 評 定 して

も ら っ た。 設 問(評 定 項 目)は 表6の 通 りで あ っ た。

また 、2.で は 「普 段 の 生 活 の 中 で 、 以 下 の よ うな 言 葉 を どの 程 度 使 っ

て い ます か 。あ て は ま る と こ ろに ○ をつ け て くだ さい 」と して、「よ く使 う」

「か な り よ く使 う」「ど ち ら で もな い 」「あ ま り使 わ な い」「ま っ た く使 わ な

い 」 の5段 階 で 評 定 して も ら っ た。 設 問(評 定 項 目)は 表9の 通 り(但 し、

一 部)で あ っ た
。.
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2.調 査 対 象 者

文 教 大 学 人 間科 学 部1年 生112名 。男 子 学 生41名 、女 子 学 生71名 。平 均 年

齢19.1歳(男 子19.3歳 、 女 子18.9歳)。

3.調 査 実 施 年 月1992年1月

結 果

1.学 生 の 使 用 して い る流 行 語 の 数

表2は 、 本 研 究 で 調 査 した 「若 者 用 語 」162語 の う ち、 本 研 究 の 対 象 者(文

教 大 学 人 間 科 学 部1年 生)が 、 実 際 に使 用 して い る(「 ふ だ ん 使 っ て い る」

と 「使 っ た こ とが あ る」 語 の合 計)語 数 を、使 用 語 数 と して ま とめ た もの

で あ る。 使 用 語 数 の最 高 は78語(1人)で 、最 低 は1語(1人)あ っ た 。

78語 は162語 の48.1%に 当 た る。使 用 語 数 の 平 均 は 全 体 で は 、36.1語 、男 子

33.6語 お よば 女 子37.6語 で あ っ た 。 女 子 の 方 が 、 使 用 語 数 が 多 い傾 向 が 見

ら れ るが 、一 元 配 置 の 分 散 分 析 の 結 果 、P=0.189で 、有 意 差 は 見 られ なか

っ た 。 ま た 、使 用 語 数 の 中位 数 は 、 全 体 で は35語 、 男 子31語 、 女 子37語 で

あ っ た 。 これ は、162語 の そ れ ぞ れ 、21.6%、19.1%、22.8%に 当 た る。

表3は 、162語 の うち、 「ふ だ ん 使 っ て い る」 語 につ い て 使 用 語 数 と して

ま とめ た もの で あ る。 最 高 は73語(1人)で 、 最 低 は0語(1人)、 平 均 使

用 語 数 は、 全 体14.3語 、 男 子12.3語 、 女 子15.5語 で あ り、 中位 数 は 、 全 体

12語 、 男 子10語 、 女 子14語 で あ っ た。
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「はや りことば」に関する研究(2ト人間科学部学生の場卜

表2.流 行語 の使 用語 数(162語 中)ご との人 数(1)

一 「ふ だん使 って い る」 語 と 「使 った こ とが あ る」語 の合 計一

使用語数
全 体 男 子 女 子

A・ 数(%) 人 数(%) 人 数(%)

71～78

61--70

51～60

41～50

31--40

21--30

11--20

1.10

2(1.8)

6(5.4)

12(10.7)

17(15.2)

36(32.1)

21(18.8)

12(10.7)

6(5.4)

一

1{2.4)

5(12.2)

5(12.2)

12(29.3)

10(24.4)

6(14:6)

2(4.9)

2(2.8)

5(7.0)

7(9.9)

12(16.9)

24(33.8)

11(15.5)

6(8.5)

4(5.6)

平 均 36.1語 33.6語 37.6語

SD 15.35 14.30 15.85

人 数 112 41 71

中 位 数 35語 31語 37語
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表3.流 行語 の使 用 語数(162語 中)ご との人 数②
一 ふ だん使 って いる」語 の場 合 一

使用語数
全 体i 男 子 女 子

人 数(%) 人 数(%) 人 数(%)

71.73

61～70

51--60

41--50

31～40

21～30

11-20

1--10

0

1(0.9)

-

1(0.9)

3(2.7)

3(2.7)

16(14.3)

39(34.8)

40(35,7)

9(8.0)

一

一

一

1(2.4)

-

6(14.6)

12(29.3)

18(43.9)

4(9.8)

1(1.4)

-

1(1.4)

2(2.8)

3(4.2)

10(14.1)

27(38.0)

22(31.0)

5(7.0)

平 均 14.3語 12.3語 15.5語

SD 12.05 9.77 13.12

人 数 112 41 71

中位 数 12語 10語 14語
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2.「 流 行 語 」 の 被 使 用 頻 度

表4は 、 流行 語 が 、 調 査 対 象 の学 生 に よ っ て使 用 され て い る(「ふ だ ん使

っ て い る」 と 厂使 っ た こ とが あ る 」 の 合 計)率 を10段 階 に 区分 し、 区 分 毎

の流 行 語(162語)の 数 を示 し た もの で あ る。50%以 上 の 学 生 が使 用 した こ

との あ る語 は 、 全 体 で29語(17.9%)、 男 子 で は26語(16.1%)、 女 子 で は

32語(19.8%)で あ っ た。 流 行 語162の う ち、 被 使 用 率 が10%未 満 の 語 は、

全 体 で は75語(46.3%)、 男 子82語(50.6%)、 女 子 は76語(46.9%)で あ っ

た 。 被 使 用 率 が0%、 す な わ ち 、 被 調 査 学 生 の だ れ もが 「使 っ た こ とが な

い 」 とす る語 は 「加 山 る」 「バ ン ズ る」 「バ イ ビ オ」 「き よぶ た 」rケ ー フ ェ

イ」「つ ん す 」「ウ ラ ン ち ゃん 」「ゲ ー セ ンOL」 「か わ き もの女 」「け ば マ ダ ム」

「エ レ キ ャ リ」「ス ッチ ャ ン」 「外 国 は が し」「ドメ男」 「ドメ ス」「とで 」「ま

り も君 」 の17語 にの ぼ っ た。

表4.流 行語の被使用頻度率区分ごとの流行語数

被使用率 全 体 男 子 女 子

(%) 語 数(%) 語 数(%) 語 数(%)

100～90% 一 一 1(0.6)

:1 5(3.1) 6(3.7) 7(4.3)

一一70 5(3.1) 7{4.3) 8(4.9)

一一60 10(6.2) 8(4.9) 6(3.7)

～50 9(5.6) 5(3.1) 10(6.2)

～40 8(4.9) 7(4.3) 5(3.1)
、

～30 11(6.8) 10(6.2) 10(6.2)

一一20 13(8.0) 11(6.8) 15(9.3)

一一10 26(16.0) 26(16.0) 24(14.8)

～0 75(46.3) 82(50.6) 76(46.9)

計 162(100.0) 162(100.0) 162(100.0)
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3.学 生 の よ く使 用 す る流 行 語

表5は 、 「流 行 語 」(162語)ご とに 、1.使 用 す る(「ふ だ ん使 っ て い る」

と 「使 った こ とが あ る」 の合 計)、2.聞 い た(「 使 わ な いが 聞 い た こ とが

あ る」)3.知 らな い(「 あ ま り聞 い た こ とが な い」 と 「知 らな い 」の 合 計)

に3区 分 し、 そ の 回 答 比 率 を示 し た もの で あ る。

全 体 で 『1.使 用 す る』と した率 が 、80%を 越 え た5項 目は 、 「ち ょ一 た

い へ ん(87.5%)」 「ハ イ に な って(83 .1%)」 「バ イ トし ま くる(82.2%)」

「お た く(81 .9%)「 きて る(81.2%)」

次 い で、70%以 上 の もの は5項 目で、「紺 プ レ(79.5%)」 「朝 い ち(79.5%)」

「お た っ き一(78 .6)」 「す ごす ぎ る(74.1%)」 「え え っ一(73.2%)」 で あ

っ た 。

60%以 上 の もの は10項 目 で、 「… っ て い うか 一(68.8%)」 「っ た く も う

(68.8%)」 、 「つ か えね えや つ(67.9%)」 「む か つ くぜ え(67.5%)」 「お そ

ろ(66.1%)」 「す っ び ん(65.1%)」 「や べ え一(63.4)」 「きれ そ うに な っ

た(61.7%)」 「ち くる(61.6%)」 「光 りも の(60。7%)」 で あ っ た。

さ ら に、50%以 上 の もの を挙 げ る と9項 目で あ り、 「… と思 っ て(58.0)」

「死 ん でん の(56 .2%)」 「だ せ え一(55.8%)」 「た か び 一(55.4%)」 「ば

しっ(55.3%)」 「… み た い な 一(54.9)」 「な に げ に(54.5%)」 「バ イ トに

は ま っ ち ゃ っ て(53.7%)」 「ざげ ん な よ(51.3%)」 が 該 当 し た。

な お 、全 体 で は使 用 率 は50%未 満 で あ るが 、 男 子 また は女 子 の い ず れ か

が50%以 上 とな った も の が8項 目あ り、 そ れ は、 「18.ぶ っ 殺 す(48.2%)

「116
.い け い け ね え ち ゃん(48.2%)」 「39.ち っが 一 う(47.3%)」 「87.

鬼 の よ う に(45.5%)」 「41.バ ッチ グ ー(44.9%)」 厂37.私 は … す る 人

(44.6%)」 「38.ち が 一 う(42.0%)」 「19.殺 す(31.5%)」 で あ っ た。
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表5.流 行語に対する評定分布(%)

流 行 語
全 体(112人) 男 性(41人) 女 性(71人) 男女差

有 意
水 準使用する聞いた 知らない使用する聞いた 知らない使用する聞いた 知らない

83.ち ょ一 たいへ ん 。

3.今 日の あい つ おか しいぜ 。ハ イ に な って ん じゃね 一 の。

29.バ イ トし ま くる。

140.お た く(マ ニ ア)

4.き て る(頭 が おか し くな って い る)

65.紺 プ レ(紺 の ブ レザ ー)

89.朝 い ち(朝 一 番 ・朝 早 い こ と)

141.お た っ き一(マ ニ ア)

51.す ごす ぎる(す ご い)

108.え え っ一(信 じ られ な い)

40.… って い うか 一(と くに意 味 は な い)

161.っ た くも う(ま った く も う)

26.つ か えね えや つ だな あ。 自分 でな ん とか し ろ。

162.む かつ くぜ え(腹 が 立 つ ・むか む か す る)

76.お そ ろ(お そ ろ い)

71.す っ び ん(化 粧 して い ない こ と)

160.や べ え一(や ば い ・まず い)

5.親 に 説教 され て 、 オ レ きれ そ うに な った よ。

87.5

83.0

82.9

82.0

81.3

79.5

?9.5

78.6

74.1

73.2

..

..

67.9

67.6

66.1

65.2

63.4

61.6

11.6

13.4

10.8

16.2

15.2

..

16.1

17.9

17.9

14.3

25.9

24.1

24.1

30.6

21.4

25.9

33.9

29.5

0.9

3.6

6.3

1.8

3.6

1.8

4.5

3.6

8.0

12.5

5.4

7.1

8.0

1.8

12.5

8.9

2.7

8.9

82.9

73.2

..

85.4

82.9

65.9

82.9

..

70.7

63.5

41.5

63.4

73.2

73.2

41.5

53.7

85.4

61.0

14.6

19.5

2.4

12.2

14.6
'

29.3

9.8

9.8

17.1

22.0

48.8

19.5

24.4

22.0

29.3

26.8

9.8

26.8

2.4

7.3

9.8

2.4

2.4

4.9

7.3

2.4

12.2

14.6

9.8

17.1

2.4

4.9

29.3

19.5

4.9

12.2

90.1

..

:11

:11

80.3

87.3

77.5

73.2

76.1

78.9

84.5

7i.s

64.8

64.3

80.3

71.8

50.7

62.0

9.9

9.8

15.7

18.6

15.5

12.7

19.7

22.5

18.3

9.9

12.7

26.8

23.9

35.7

16.9

25.4

47.9

31.0

o.0

1.4

4.3

1.4

4.2

0.0

2.8

4.2

5.6

11.3

2.8

1.4

11.3

0.0

2.8

2.8

1.4

7.0

0.0124

0.0000

0.oo7s

o.0000

111:'

o.000a



159.ち くる(言 いつ け る翠・密 告 す る) 61.6 33.9 4.5 70.7 22.0 7.3 56.3 40.8 2.8

63.光 りもの(宝 石や装 身具の類) 60.7 35:7 3.6 63.4 34.1 2.4 59.2 36.6 4.2

34.… と思 っ て(無 意味 なつ け た し) 58.0 25.0 17.0 39.0 41.5 19.5 69.0 15.5 15.5 0.0035

27.バ イ トや った か ら死 ん で ん の。 56.3 26.8 17.0 53.7 24.4 22.0 57.7 28.2 14.1

158.だ せ え一(だ さい) 55.9 38.7 5.4 72.5 20.0 7.5 46.5 49.3 4.2 0.0097

44.た か び一(高 飛 車 な人 ・お高 くと まっ て い る人) 55.4 33.0 11.6 41.5 43.9 14.6 63.4 26.8 9.9

107.ば しっ(腹 の立った相手にな ぐる真似 をしなが ら言 う) 55.4 21.4 23.2 41.5 24.4 34.1 63.4 19.7 16.9

35.… み たい な一(無 意 味 なつ け た し) 55.0 27.9 17.1 24.4 43.9 31.7 72.9 18.6 8.6 o.0000

41.バ ッチ グー(と て も良 い ・万事 好 都 合) 55.0 38.7 6.3 34.1 56.1 9:8 67.1 28.6 4.3 0.0033

81.な に げ に(な に げ な く) 54.5 25.9 19.6 31.7 39.0 29.3 67.6 18.3 14.1 0.0012

17.バ イ トに は ま っち ゃ って 時 間取 れ ない よ一 。 53.6 20.2 26.4 58.5 17.1 24.4 50.7 21.7 27.5

157.ざ け ん な よ(ふ ざけ るな よ) 51.4 43.2 5.4 52.5 40.0 7.5 50.7 45.1 4.2

39.ち っが 一 う(そ りゃ違 う よ) 48.2 37.5 14.3 41.5 41.5 17.1 52.1 35.2 12.7

116.い けいけねえちゃん(ど こへ でも進出 して しまう女 の子) 48.2 47.3 4.5 63.4 31.7 4.9 39.4 56.3 4.2 0.0396

18.ぶ っ殺す(い や なことを言われた時に言 う) 48.2 47.3 4.5 63.4 36.6 0.0 39.4 53.5 7.0 0.0228

87.鬼 の よ うに混 ん でい る 45.5 27.7 26.8 65.9 22.0 12.2 33.8 31.0 35.2 111

37.私 は…する人だか ら(自 分 を第三者のように表現) 44.6 32.1 23.2 22.0 48.8 29.3 57.7 22.5 19.7 0.0009

38.(ち ょ っち)ち が 一 う(そ りゃ違 うよ)' 42.0 42.0 16.1 19.5 58.5 22.0 54.9 32.4 12.7 0.0012
33.お れ 面接 で 『わ か り ませ ん 』 連発 しち ゃ よた よ。

お まえ終 わ って るな一 。 41.4 25.2 33.3 36.6 34.1 29.3 44.3 20.0 35.7

46.態 度がL(態 度がでか い) 39.3 28.6 32.1 31.7 29.3 39.0 43.7 28.2 28.2

43.だ っ さ一(だ さい) 36.9 51.4 11.7 20.0 65.0 15.0 46.5 43.7 9.9 0.0213



104.ど っひ ゃ一(び っ く り した時 に使 う間 投詞) 36.6 44.6
..

36.6 36.6 26.8 36.6 49.3 14.1

1171バ ラ ドル(バ ラエ テ ィ ア イ ドル) 35.7 50.0 14:3 36.6 41.5 22.0 35.2 54.9 9.9

77.お 気 に い(お 気 に 入 り) 34.8 19.6 45.5 14.6 2.4 82.9 46.5 29.6 23.9 0.0000

23.3限 つ まん ね一 か らば っ くれ よ うぜ 。 33.3 55.9 10.0 47.5 40.0 12.5 25.4 64.8 9:9 0.0343

54.き っつ 一(自 分 に とって 不 利 な状 況 に な っ た ときに 言 う) 33.0 23.2 43.8 31.7 26.8 41.5 33.8 21.1 45.1

82.そ っ こ(す ぐに) 33.'0 15.2 51.8 46.3 2.4 51.2 25.4 22.5 52.1 0.0056

19.殺 す(へ たなだ じゃれ を言った人に向か って言 う) 31.5 50.5 18.0 50.0 40.0 10.0 21.1 56.3 22.5 0.0057

75.イ タメシ(本 格的 なイタリア料理) 31.3 57.1 11.6 26.8 63.4 9.8 33.8 53.5 12.7

126.メ ッシー 君(み つ ぐ君 の一 種) 30.4 58.0 11:6 34.1 ,.. 17.1 28.2 63.4 8.5

36.… み た い なの りで(無 意 味 なつ け た し)
..

46.8 24.3 12.5 57.5 30.0 38.0 40.8 21.1 0.0172

74.く りそつ(そ っ く り) 28.6 47.3 24:1 26.8 39.0 34.1 29.6 52..1 18.3

53.ま った り した 27.0 37.8 35.1 24.4 43.9 31.7 28.6 34.3 37.1

42.バ ッチ(と て も良 い ・万 事 好都 合) 26.8 51.8 21.4 14.6 56.1 29.3 33.8 49.3 16.9

45.た か び 一(高 飛 車 な 人 ・お 高 くとま って い る人) 26.8 38.4 34.8 19:5 46.3 34.1 31.0 33.8 35.2

103,ひ ょえ一(び っ くり した時 に使 う間投 詞) 25.0 40.2 34.8 19.5 24.4 56.1 28.2 49.3 22.5 0.0014

1.今 日、 電 車 の 中 でば くす い(爆 睡)し ち ゃ った よ一 。 23.2 35.7 41.1 22.0 41.5 36.6 23.9 32.4 43.7

47.態 度が3L(態 度が特にでかい) 21.6 33.3 45.0 22.5 27.5 50.0 21.1 36.6 42.3

100.さ くさ くや ろ うぜ 。 21.4 12.5 66.1 36.6 19.5 43.9 12.7 8.5 78.9 1111:

30.勘 弁 しち くれ。 20.5 44.6 34.8 24.4 36.6 39.0 18.3 49.3 32.4

57.い け ず う(意 地 悪) 20.5 55.4 24.1 19.5 58.5 22:0 21.1 53.5 25.4

22.渋 谷 で お茶 しな い。 20.5 74.1 5.4 7.3 85..4 7:3 28.2 67.6 4.2 0.0291



151.チ ーム(十 代後半の不良ぶった少年たちのグループ) 20.5 37.5 42.0 26.8 34.1 39.0 16.9 39.4 43.7

69.ぼ んぴ一(お 金の持 ち合わせが ない) 19.6 33.0 47.3 17.1 36.6 46.3 21.1 31.0 47.9

67.ア ウ チ(ア ウ ト ・だめ) 18.9 34.2 46.8 17.1 36.6 46.3 20.0 32.9 47.1

101.こ の レ ポー トさ くっ と仕 上 げ ち ゃお うぜ 。 17.9 14.3 67.9 26.8 22.0 51.2 12.7 9.9 ?7.5 0.0165

24.い きな りテ ス トでぶ っ とび一 。 17.9 65.2 17.0 14.6 63.4 22.0 19.7 66.2 14.1

7.あ の子 とは切 れ ち ゃ った。 17.1 61.3 21.6 20.0 55.0 25.0 15.5 64.8 19.7

115.あ の子 バ イ リン だか らい い な。 17.0 57.1 25.9 19.5 53.7 26.8 15.5 59.2 25.4

28.た そが れ る(さ め て い る ・白け て い る) 17:0 21.4 61.6 12.2 19.5 68.3 19.7 22.5 57.7

149.ぱ んぴ 一(一 般 ピー プ ル) 17.0 25.9 57.1 7.3 31.7 61.0 22.6 22.5 54.9

2.今 日は 二 限 を プ ッチ しよ うぜ 。 16.1 27.7 56.3 12.2 34.1 53.7 18.3
6

23.9 57.7

92.今 日の英語の授業で替 え玉になって くんない。 15.2 27.7 57.1 22.0 22.0 56.1 11.3 31.0 57.7

106.カ{し が し(ば りば り) 14.3 15.2 70.5 9.8 9.8 80.5 16.9 18.3

噛

64.8

84.学 食行 っ た らげ ろ こみ だ っ た一 13.5 30.6 55.9 12.2 31.7 56.1 14.3 30.0 55.7

146.じ もっ て い一(地 元 の 人 ・そ の土 地 の 人) 13.5 18.9 67.6 2.4 .: 70.7 20.0 14.3 65.7 o.oi70

8.は ぶ ん ち ょ し よ。 13.4 28.6 58.0 4.9 22.0 73.2 18.3 32.4 49.3 0.0295

66.デ ー ハ ー(派 手) 13.4 45.5 41.1 9.8 41.5 48.8 15.5 47.9 36.6

50.お っ され 一(お しゃれ ・す て き) 12.6 15.3 72.1 10.0 17.5 72.5 14.1 14.1 71.8

85.も ろ くそ お も しろ くね え。 12.5 32.1 55.4 9.8 17.1 73.2 14.1 40.8 45.1 0.0131

88.ば り う ま い 。一 12.5 29.5 58.0 .9.8 22.0 68.3 14.1 33.8 52.1

60.き れ カ ジ'(き れ い な カ ジ ュア ル) 12.5 49.1 38.4 7.3 46.3 46.3 15.5 50.7 33.8

143.ヤ ンエ グ(ヤ ン グエ グゼ グテ ィブ ・若 い 幹部 社 員) 12.5 41.1 46.4 14.6 43.9 41.5 11.3 39.4 49.3



90.茶 ばつ(茶 色 い髪)

98.タ マ プ ラ(た まプ ラー ザ)

105.ぼ よよ一 ん(無 意味 な間投 詞)

123.デ ル モ(フ ァ ッシ ョンモ デ ル)

32.… で ぴ ょ一 ん(… で し ょ う)

91.こ の セー ター 彼 の と色 ちな の。-

122.コ ンパ ニ(コ ンパ ニ オ ン)

56.あ ぶ ら ぎっ し ゅ(脂 ぎ って 、 エ ネ ル ギ ッシ ュ な)

86.鬼 混 み 。-

147.じ もっぴ一(地 元 の 人 ・その 土地 の人)

20.豪 遊 す る(お 金 を惜 し まない で 贅 沢 な食 事 をす る)

127.ス ッシー 君(み つ ぐ君 の一 種)

148.ギ ャルおや じ(ギ ャルのよ うなことしか しない中高年 男性)

99.あ の こ とさっ く りい った か。

9.ち ょっ ぱ る(盗 む ・万 引 きす る)

59.ス リー シ ョッ ト(軽 い三角 関係)

64.そ の 服装 はお け ば じゃ ない。

14.は ば か る(ト イ レに行 く)

10.ぎ る(盗 む ・万 引 きす る)

68.あ いつ ち ょっ とば 一 ぷ り じゃな い。

6.こ の前 ナ ンパ した女、 食 え なか っ た よ。
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..

43.9
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9.8
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52.5

..
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..
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70.0
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:1
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7.0

9.9
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9.9

7.0
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7.0

5.7
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1.4

12.7

21.1
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47.9

33.8

18.3

33.8

31.0

12.7

9.9

26.0

32.4

25.4

7.0

14.1

18.6

23.9

18.3

14.3

28.2

59.2

70.4
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26.8

35.2
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57.7
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80.3
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63.4
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102.ど っぴ ょ一 ん(び っ く りした 時 に使 う間 投詞) 5.5 35.8 58.7 7.5 25.0 67.5 4.3 42.0 53.6

61.ア クセ(ア クセ サ リー) 5.5 14.5 :11 o.o 7.3 92.7 8.7
..

72.5 0.0270

49.お っ しゃ一(お しゃれ ・す て き) 5.4 14.3 80.4 4.9 17.1 78.0 5.6 12.7 81.7

72.シ カ ッテ ィ ン グ(無 視 す るこ と) 4.5 9.8 85.7 4.9 12.2 82.9 4.2 8.5 87.3
'

120.パ ニ オ ン(コ ンパ ニ オ ン) 4.5 21.4 74.1 4..9 17.1 78.0 4.2 23.9 71.8

48.う か れぽ ん ち(お 調 子 に 乗 っ て い る) 4.5 31.8 63.6 o.o 26.8 73.2 ?.2 34.8 58.0

133.ち ゃ らお(軽 薄 で ち ゃ らち ゃ ら して い る 男) 4.5 10.7 84.8 2.4 9.8
..

5.6 11.3 83.1

136.わ っ き一(わ きが の あ る人) 4.5 11.7
..

4.9 9.8 85.4 4.3 12.9 82.9

137。 ぞ っ き一(暴 走族) 4.5 4.5 91.1 7.3 4.9 .. 2.8 4.2 93.0

142.赤 丸 君(将 来、 出世 しそ うな男 の 子) 4.5 37.5 58.0 2.4 29.3 68.3 5.6 42.3 52.1

153.属 高上が り(付 属高校 出身のお坊ちゃん) 4.5 11.6 83.9 0.0 4.9 95.1 7.0 15.5 77.5 0.0413

15.と っこむ(人 込み をか きわけて突っ込 んで行 く) 4.5 7.1
..,

9.8 7.3 82.9 1.4 7.0 91.5

21.リ バ ー ス す る(吐 く) 3.6 22.5 73.9 2.5 22.5 75.0 4.2 22.5 73.2

70.シ ョッ ピ ン(シ ョ ッキ ン グ ピ ン ク ・螢光 色 の ピン ク) 3.6 11.6 ..

o.o
'4
.9 95.1 5.6 15.5 78.9

12.頭 が ぱ に っ ち ゃ って ど う した らい いか わか ん な いの 。 3.6 19.6 76.8 0.0 14.6 85.4 5.6 22.5 71.8

52.ち ゃ らい(軽 薄 な ・ち ゃ ら ち ゃ ら した) 3.6 .. 77.7 4.9 14.6 80.5 2.8 21.1 76.1

55.き もて 一(気 持 ち悪 い) 3.6 9.8 86.6 o.o 7.3 92.7 5.6 11.3 83.1

25.デ ス って る(最 悪 だ ・救 い よ うが な い) 3.6 1.8 94.6 o.o 4.9 95.1 5:7 o.o 94.3

152.江 畑頭(軍 事評論家 ・江畑謙介 氏の髪形) 3.6 15.2 81.3 4.9 17.1 7s.o 2.8 14.1 83.1

156.彼 ぴ 一(彼 氏) 3.6 36.9 59.5 2.4 24.4 73.2 4.3 44.3 51.4

78.プ ァ イブ ァ イ(バ イバ イ) 2.7 23.2 74.1 o.o 12.2 .. 4.2 29.6 66.2 0.0342



124.バ ナナ(ち ゃ ん)(帰 国子 女) 2.7 3.6 93.8 o.o 4.9 95ユ 4.2 2.8 93:0

128.コ ー ド君(み つ ぐ君 の一 種) 2.7 18.9 78.4 7.3 14.6 78.0 o.o 21.4 78.6

80.信 じ一(信 じられ ない) 2.7 2.7 94.6 o.o 2.4 97.6 4.2 2.8 93.0

109.か じてつ(家 事 手伝 い) 2.7 9.9 87.4 2.5 7.5 90.0 2.8 11.3 85.9

144.わ し男(定 年 退 職 後 、妻 につ い て 回 る男) 2.7 19.6 77.7 4.9 7.3
..

1.4 ・: 71.8 0.0298

31.ふ られ て して しま う ま。 2.7 14.3 83.0 o.o 12.2 87.8 4.2 15.5 80.3

93.こ の コー ヒー じ一 まで うまい よ。 1.8 9.8 .., 4.9 9.8 85.4 o.o 9.9 90.1

131.や ぎ男(ヤ ギ の よ うに お とな し く優 しい男 の 子) 1.8 3.6 94.6 2.4 o.o 97.6 1.4 5.6 93.0

134.ち ゃ ら っぴ 一(軽 薄 で ち ゃ ら ち ゃ ら してい る男) 1.8 0.9 97.3 o.o 0.0 100.0 2.8 1.4 95.8

145.お や じキ ッズ(お や じの よ う な こ とをす る小 学 生) 1.8 21.4 76.8 2.4 19.5 78.0 1.4 22.5 76.1

22.ス パ ー クす る(吐 く〉 1.8 7.1 91.1 2.4 9.8 .. 1.4 5.6 93.0

94.と らバ イ ト(バ イ トを変 え る こ と) 1.8 11.7 86.5 o.o 12.2 87.8
'

2.9 11.4 85.7

58.チ ュー シ ョ ッ ト(キ ス をす る ツー シ ョッ ト) 1.8 4.5 93.7 2.5 7.5 90.0 1.4 2.8 95.8

73.な げや リング(投 げ や りな こ と) 0.9 3.6 95.5 o.o 2.4 97.6 1.4 4.2 94.4

121.パ コン(コ ンパ ニ オ ン) 0.9 10.7 88.4 2.4 4.9 92.7 o.o 14.1 85.9

138.げ ろ 男(ぶ さ い くな男) 0.9 14.3
..

o.o 4.9 95.1 1.4 19.7 78.9

139.ア ニマ ー(ア ニ メの マ ニ ア) 0.9 10.0 89.1 0.0 7.3 92.7 1.4 11.6 87.0

62.こ の ア クセ が き も。一 0.9 3.6 95.5 2.4 4.9 92.7 o.o 2.9 97.1

150.エ ンゲ ラー(エ ン ゲル係 数 が 高 い 人) 0.9 5.4 93.8 o.o 7.2 92.7 1.4 4.2 94.4

118.ス ッチー(ス チ ュ ワー デ ス) 0.9 8.9 90.2 2.4 7.3 90.2 o.o 9.9 90.1

154.が ぶ き ゃ一(歌 舞 伎 の フ ァ ン) 0.9 o.o 99.1 o.o o.o 100.0 1.4 0.0 ':



155.ち ば て い(千 葉 の じもっ て い) 0.9 4.5 94.6 2.4 0.0 97.6 o.o 7.1 92.9

97.つ ん す(ご っつ あん です) o.o 0.9 99.1 o.o 2.4 97.6 o.o 0.0 100.0

125.外 国はが し(帰 国子女が外 国で身につけた 0.0 1.8 98.2 o.o 2.4 97.6 o.o 1.4 98。6

マナーや語学力 を隠すこと)

129.ド メ勇(海 外勤務 をす る見込みの ない会社員)
o.o 0.9 99.1 0.0 2.4 97.6 0.0 o.o 100.0

112.か わ き もの 女(お や じギ ャル の一種) o.o 2.7 97.3 o.o 4.9 95.1 o.o 1.4 ':

130.ド メス(海 外勤務 をす る見込 みの ない会社貝) o.o o.o 100.0 0.0 o.o 100.0 o.o o.o 100.0

113.け ばマダム(け ばけば しいモダンなおばさん) o.o 2.7 97.3 o.o o.o 100.0 0.0 4.2 95.8

110.ウ ランちゃん(気 位が高 くて、簡単 に自分 を安 く売 らな
い女 の子) o.o 4.5 95.5 o.o 2.4 97.6 o.o 5.6 94.4

135.ま りも君(女 の子に声 をかけ られ ない内気 な男の子) o.o 9.8 90.2 o.o 9.8 90.2 0.0 9.9 90.1

96.ケ ー フェ イ(八 百長) o.o 0.9 99.1 o.o 2.4 97.6 0.0 o.o 100.0

79.バ イ ビオ(バ イバ イ) o.o 5.4 94.6 o.o 7.3 92.7 o.o 4.2 95.8

111.ゲ ー セ ンOL(ゲ ー ム セ ン ター で ぬ い ぐるみ を取 る こ と
に熱 中 して い るOL)

0.0 6.3 93.8 o.o 4.9 95.1 o.o 7.0 93.0

114.エ レ キャ リ(エ レガ ン トなキ ャ リアガ ー ル) o.o 4.5 95.5 o.o 4.9 95.1 o.o 4.2 ・

95.こ ん なん きよぶ た で 買 っ ち ゃた。 o.o 6.3 93.7 o.o 2.4 97.6 0.0 8.6 91.4

119.ス ッチ ャ ン(ス チ ュ ワー デ ス) o.o 12.5 87.5 0.0 9.8 90.2 o.o 14.1 85.9

16.バ ン ズ る(VANSを は く) o.o 3.6 96.4 0.0 7.3 92.7 o.o 1.4 ・:.

132.と で(太 って ウ ェ ス トに厚 み が あ る男の 子) o.o o.o 100.0 o.o o.o 100.0 o.o o.o 100.0

13.加 山る(加 山雄三の ように若ぶ る) o.o 7.1 92.9 o.o 7.3 92.7 o.o 7.0 93.0
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4.学 生 の よ 〈使 用 す る 流 行 語 の 男 女 差

前 記3の 「学 生 の 良 く使 用 す る 流 行 語 」 は37語 に 上 が る が 、 表5に よ っ

て 、 男 女 の 差 が15%以 上 の も の は21語 で あ る 。 こ の う ち 、 ① 男 子 〉 女 子 で

あ っ た も の は 、 「141.お た っ き 一(男87.8%、 女72.2%)」 「160.や べ え一

(85.4、50.7)」 「158.だ せ え一(72.5、46.5)」 「18.ぶ っ 殺 す(63.4、39.4)」

「87
.鬼 の よ う に(65.9、34.8)」 「116.い け い け ね え ち ゃ ん(63.5、39.4)」

「19
.殺 す(50.0、21.4)」 の7項 目 で あ っ た 。 ま た 、 ② 男 子 く 女 子 の も の

は 、14項 目 で あ っ た が 、 そ れ は 、 「3.ハ イ に な っ て(男73.1、 女88.7)」

「65
.紺 プ レ(65.8、87.4)」 「108.え え っ 一(63.5、78.9)」 「40.… っ て

い う か 一(41.5、84.5)」 「76.お そ ろ(41.も 、80.3)」 「71.す っ び ん(53.6、

71.8)」 「34.… と思 っ て(39.0、69.0)」 「44.た か び 一(41.5、62.4)」 「107.

ば し っ(41.5、63.4)」 「35.… み た い な 一(24.4、72.9)」 「81.な に げ に

(31.7、67.6)」 「37.私 は … す る 人(22.0、57.8)」 「41.バ ッ チ グ ー(34.2、

67.2)」 「38.ち が 一 う(19.5、54.9)」 で あ る 。

5.流 行 語 が 使 わ れ る理 由

表6は 「流 行 語 が 使 わ れ る理 由 」を評 定 して も ら っ た もの で あ る。 「とて

も よ くあ て は ま る」 と 「あて は ま る」 の合 計 で見 る と、 学 生 が 「あ て は ま

る」 とす る率 は 、1位 は 「11.無 意 識 の う ち に使 っ て い る(75.7%)」 、2

位 は 「12.ノ リの い い会 話 をす る た め(65.8%)」 、3位 は 「10.堅 い会 話

を避 け た い か ら(63.1%)」 、4位 は 「9.周 囲 に合 わせ るた め(59.4%)」 、

5位 は 「1.ウ ケ を ね ら うため(55.8%)」 で あ っ た 。

これ を、 表2の 「流行 語 の使 用 語 数 」 が41語 以上 の36名(流 行 語 を多 く

使 う学 生 群)で 調 べ た と こ ろ(表7)、 第1位 は 「11.無 意 識 の うち に使 っ

て い る(83.3%)」 、2位 は 「10.堅 い会 話 を さけ る(75.0%)」 、3位 は 「4.

会 話 が シ ラ け な い よ う にす る た め(69.5%)」 、 及 び 「12.ノ リの い い会 話
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をす る ため(69.5%)」 、5位 は 「1.ウ ケ を ね ら う ため(63.9%)」 で あ っ

た 。 ま た、6割 以 上 の 者 が 「当 て は ま る」と した もの は 、 以 上 の他 に 、 「9.

周 囲 に 合 わせ るた め(61.2%)」 と 「7.ど う答 えた らい い の か分 か らな い

時 に 便 利 だか ら(61.1%)」 も挙 げ られ て い た。

表6.流 行語使 用理 由(12項 目)ご との 評定 分布

流行語を使用する理由

とてもよく

あてはまる
■

あてはまる
どちらでも

な い

あてはまら

な い

まっ た く
あ て は ま
らな い 計

人数(%) 人数(%) 人数(%) 人数(%) 人数(%)

1.ウ ケ をね ら うた め。 11(9.9) 51(45.9) 30(27.0) 16(14.1) 3(2.7) 111(100.0)

2.相 手 に気 に 入 られ
た いか ら。 4(3.6) 22(19.8) 50(45.0) 26(23.4) 9(8.1) 111(100.0)

3.他 人 と違 う言 葉 を
使 う こ と に よ っ て優越 感 を得

た いか ら
3(2.7) 26(23.4) 37(33.3) 29(26.1) 16(14.4) 111(100.0)

4.会 話 が シ ラけ な い

よ うにす る ため 。
6(5.4) 50(45.0) 31(27.7) 19(17.1) 5(4.5) 111(100.0)

5.気 持 ち が 良 く伝 わ
るか ら。

■

1(0.9) 24(21.6) 39(35.1} 32(28.8) 15(13.5) 111(100.0)

6.あ い ず ち を打 つ の
に便 利 だ か ら。

■

12(10.8) 45(40.5) 33(29.7) 13(11.7)
の

8(7.2) 111(100.0)

7.ど う答 え た ら い い
の か 分 か ら な い 時 に
便 利 だか ら。

10(9.0) 43(38.7) 41(36.9) 10(9.0) 7(6.3) 111(100.0)

8.自 分 の 自信 を傷 付
け られ る こ とが 怖 い
か ら

6(5.4) 12(10.8) 35(31.5) 34(30.6) 24(21.6) 111(100.0)

9.周 囲 に合 わ せ る た

め。
27(24.3) 39(35.1) 29(26.1) 8(7:2) 8(7.2) 111(100.0)

10.堅 い会 話 を避 け た
い か ら。

■

14(12.6) 56(50.5) 29(26.1) 5(4.2) 7(6.3) 111(100.0)

11.無 意 識 の う ち に

使 っ てい る。
27(24.3) 57(51.4) 20(18.0) 4(3.6) 3(2.7) 111(100.0)

12.ノ リの い い 会 話 を

す る ため。
14(12.6) 59(53.2) 27(24.3) 5(4.5) 6(5.4) 111(100.0)
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表1.流 行 語使用 理 由(12項 目)ご との 評定分 布

一 「流行 語使 用語数 」 が41語 以 上 の者(36名)の 場合一

流行語を使用する理由

とてもよく

あてはまる あてはまる
どちらでも

な い
あてはまら
な い

まっ た く
あて は ま
らな い

%値 %値 %値 %値 %値

1.ウ ケ をね らうた め。 11.1 52:8 25.0 11.1 一

2.相 手 に 気 に入 られ た いか ら。 一 33.3 50.0 13.9 2.8

3.他 人 と違 う言葉 を使 うこ とに
よって優越感 を得たいから

2.8 22.2 36.1 25.0 13.9

4.会 話 が シ ラけ な い よ うにす る た
め 。

5.6 63.9 13.9 13.9 2.8

5.気 持 ちが 良 く伝 わ るか ら。 一 36.1 30.6 22.2 4.1

6.あ い ず ち を打 つ の に 便 利 だ か

ら。
5.6 50.0 25.0 16.7 2.8

7.ど う答 えた らいいのか分 からな
い時に便利だか ら。

11.1 50.0 30.6 5.6 2.8

8.自 分 の 自信 を傷付け られること
が怖いか ら

2.8 16.7 36.1 25.0 19.4

9.周 囲 に合 わせ るた め。 30.6 30.6 25.0 8.3 5.6

10.堅 い会 話 を避 けた い か ら。 16.7 58.3 22.2 一 2.8

11.無 意識 の うち に使 って い る。 33.3 50.0 8.3 5.6 2.8

12.ノ リの いい会 話 をす るた め。 16.7 52.8 22.2 5.6 2.8

6.「 流行語の使用語数」 と 「普段の生活の中で使用する言葉」の関係

表8は 、「流行語の使用語数」で見て高使用群(41～78語 、37人)、 中使

用群(30～40語 、37人)、 低使用群(1～29語 、37人)に 区分 し、「普段の

生活の中で使用する言葉」の3区 分(使 う=と てもよく使 う+よ く使 う、

どちらでもない、使 わない=あ まり使わない+ま ったく使わない)と の ク

ロス集計を行い、xz検 定の結果、1%水 準で有意なものを示 したものであ

る。表8は 、流行語の高使用群は、「話題になった言葉」「ギャグ ・ユーモ

アのある言葉」「ノリのいい言葉」「スピー ド感のある言葉」を低使用群に

比 して、有意に 「使 う」ことを示 している。
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表8.流 行語被使用頻度区分ごとの 「普段の生活の中で使用する言葉」の

被(不)使 用頻度率

流行語の

使用語数
人数

1.話 題 に な っ た言 葉 2.ギ ャ グ・ユ ー モア の あ る言 葉

使 わない
どち らで
もない

使 う 使 わない
どちらで
もない

使 う

1～29

30～40

41～78

37

37

37

45.9

27.0

13.5

48.6

45.9

32.4

5.4

27.0

54.1

29.7

10.8

8.1

48.6

37.8

35.1

21.6

51.4

●

56.8

人 数 111 32 47 32 18 45 48

xz 23.38 13.39

P

I

o.000i 0.0095

流行語の

使用語数
人数

8.ノ リの い い 言葉 9.ス ピー ド感 の あ る言 葉

使 わない
どちらで
もない

使 う 使 わない
どち らで
もない

使 わない

1～29

30～40

41--78

40.5

13.5

10.8

56.8

,・

35.1

2.7

37.8

54.1

45.9

27.0

27.8

51.4

51.4

27.8

2.7

21.6

44.4

人 数 24 52 35 37 48 25

x2 27.31 19.62

P 11111 0.0006

考 察

1.本 研究の結果は、学生が 「流行語Jを 日常生活の中で、使 ったことが

ある語を含め平均36.1語 とい うように、かなり多 く使用 していることがわ

かる。 しか し、「流行語」の使用は、非常に多くの 「流行語」を使用するも

の(本 調査対象では最高が78語)か ら、ほ とんど使用 しないもの(同 、最

低は1語)ま でさまざまなレベルのあることも示 されている。「流行語」を

好んで使用す る者 もいれば、友人間での会話で知 ってはいるが、使 おうと

しない者 もいることを示すものである。

2.「 流行語」は、当然ではあるが、 多くの学生に使われ る語 と、ほ とんど

使われない語 とが示された。文教大学人間学部1年 生の よく使用する流行
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語 とし て50%以 上 の 被 使 用 率 を示 す もの は 、37語(162語 の22.8%)で あ る

が 、 そ の 多 くは 、① 自 己 の 感 情 状 態 を 表 現 す る もの 、 ま た は② 他 者 の 状 態

に 対 す る感 情 的 コ メ ン トに属 す る もの 、 とい う特 徴 を持 っ て い る。

ま た、 「ち ょ一 」 「し ま くる」 「す ごす ぎ る」 「む か つ くぜ え」 「ぶ っ殺 す 」

「鬼 の よ うに 」 な どに 見 られ る よ うに 、 誇 張 的 に表 現 す る もの 、 とい う特

徴 を示 す もの で あ っ た。

3.ま た 、 「流行 語 」に は、 厂ち ょ一 た い へ ん 」 「バ イ トしま くる」 「お た く」

「きて る」「朝 い ち」「す ごす ぎ る」「っ た く も う」「つ か え ね え」「きれ そ う」

厂光 り もの 」 「死 ん で ん の 」 「バ イ トに は ま る」 「ざ け ん な」 「ち っ が 一 う」

の よ うに、 男子 ・女 子 と も.に同 じ よ うな率 で使 用 さ れ る もの もあ るが 、 男

子 に よ り多 く使 用 され る 『男 子 用 語 』 と、 女 子 に 多 く用 い ら れ る 『女 子 用

語 』 の あ る こ と も わか る。 その 特 徴 は 、 『男 子 用 語 』 は 厂や べ え一 」 「ち く

る」 「だ せ え」 「ぶ っ殺 す 」 「鬼 の よ うに」 「い け い け ね え ち ゃ ん 」 「殺 す 」の 一

よ うに乱 暴 ・粗 野 な い し下 品 な 言 葉 で あ り、 『女 子 用 語 』 は 、 「え え っ一 」

「… って い うか 一 」 「… み た い な一 」 「ち が 一 う」 の よ うに、 語 尾 を伸 ば し

た り、 「… と思 っ て 」 厂ば し っ」 厂な に げ に 」 「私 は … す る人 」 の よ うな 言 葉

を無 意 味 な もの に 、 ア イマ イに 表 現 す る 言 葉 で あ っ た り、 ま た、 「紺 プ レ」

「お そ ろ」 「す っ び ん 」 「た か び 一 」 な ど服 装 や 肌 な どの外 見 にか か わ る も

の 、 とい う特 徴 が あ る。

4.本 調 査 結 果 は 、 「語 の 流 行 」現 象 が 、 他 の 流行 現 象 とは 異 な る 面 の あ る

こ と も示 して い る。 そ れ は 、 「流 行 語 」 を使 用 す る理 由 に お い て、 「当 て は

ま る」 と され た第1位 が 「無 意 識 の う ち に使 って い る」 で あ っ た こ とで あ

る。 全 体 で75.7%、 「流 行 語 」の 高 使 用 群 で は83.3%も が 「当 て は ま る」 と

して い た 。 一 般 に 、 服 装 や 髪 型 な どの 流 行 に お い て は、 意 識 的 に と り入 れ

るの が ふ つ うで あ るの と、 この 結 果 は対 照 的 で あ るか らで あ る。

これ を別 に して 考 え る と、 「流行 語 」を使 用 す る理 由 は 、 高 使 用 群 の 結 果
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か ら、「堅い会話をさける」「会話がシラけないようにす る」「ノリのいい会

話」「ウケをね らう」など、全体 として、人間関係の場面での対立を避け、

その場の雰囲気を安全で楽 しいもののままに しておこうとする気持が強い

からと推測される。

このことは、「流行語」の高使用群が、低使用群に比べて、普段の生活の

中で＼「話題になった言葉」「ギャグやユーモアのある言葉」「ノリのいい言

葉」「スピー ド感のある言葉」をより多く使 うとしていることとも一致す る'

ものである。
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